
 

 

 

 

 令和７年８月１日

 

 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構長候補者について 

 

 

【本件連絡先】 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構 

           事務局長   井上　賢一 

（直通電話）０３－６４０２－９２０５

 

　大学共同利用機関法人人間文化研究機構では、現機構長　木部 暢子　の任期

が令和８年３月３１日をもって満了することに伴い、機構長選考・監察会議で

選考を行った結果、木部 暢子　氏（現人間文化研究機構長）を次期機構長候補

 者として決定しましたのでお知らせします。

　なお、当該機構長候補者を次期機構長に任命することについて、国立大学法

人法第２６条において準用する同法第１２条の規定に基づき、現機構長の申し

 出により文部科学大臣が行うこととなります。

 

 

 〈参考〉

　木部 暢子　氏の任期は、令和８年４月１日から令和１０年３月３１日までと

 なります。　

 

　［解禁：令和７年８月１日（金）］ 

 

 

 



略   歴 

 

                                            き   べ  のぶ   こ 

木  部   暢   子 

昭和 30年 6月 30日生 

 

昭和 53年 

昭和 55年 

平成 10年 

3月 

3月 

10月 

九州大学文学部文学科国語学国文学専攻 卒業  

九州大学大学院文学研究科修士課程国語学国文学専攻 修了 

博士（文学）（九州大学） 

昭和 55年 

昭和 56年 

昭和 60年 

昭和 63年 

平成 11年 

平成 16年 

平成 18年 

平成 22年 

 

令和 3 年  

令和 4 年 

4月 

4月 

4月 

4月 

4月 

4月 

4月 

4月 

 

4月 

4月 

純真女子短期大学 助手 

純真女子短期大学 講師  

福岡女学院短期大学 講師  

鹿児島大学法文学部 助教授  

鹿児島大学法文学部 教授  

鹿児島大学法文学部 副学部長  

鹿児島大学法文学部 学部長  

人間文化研究機構国立国語研究所 教授・副所長・時空間変異研究系長

(平成 28年 4月より改組のため言語変異研究領域代表)  

同 国立国語研究所 名誉教授・特任教授 

人間文化研究機構長（現在に至る） 

 

 ※専門分野 

日本語学・方言学・音声学・音韻論 

 

 ※主な研究業績 

 ・令和 7年  Handbook of Japanese Dialects (担当:編者(編著者)) De Gruyter Mouton. 

・令和 6年 『起源でたどる日本語表現事典』（共著）丸善出版 

・令和 元年 『明解方言学辞典』（担当:編者(編著者)）三省堂  

・平成 28年 『シリーズ日本語史１ 音韻史』（担当:共著）岩波書店 

・平成 25年 『そうだったんだ日本語 じゃっで方言なおもしとか』（担当:単著）岩波書店 

・平成 25年 『方言学入門』（担当:編者(編著者)）三省堂 

・平成 24年 『日本語アクセント入門』（担当:共著）三省堂 

・平成 20年  『方言の形成』（共著）岩波書店 

・平成 12年 『西南部九州二型アクセントの研究』（担当:単著）勉誠出版 

 

※受賞歴  

・平成 2年 新村出記念財団 第 8回新村出研究奨励賞「鹿児島二型アクセントにおける助 

詞・助動詞のアクセント」「鹿児島県頴娃町方言の語中有声化について」 

  


